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▲えんま大王の石像 （朝日町）

第20代武雄領主後藤家信が
文禄・慶長の役の際に、船の
おもしとして持ち帰った石仏
の一つと伝わる。ここの峠は、
えんま王峠とも呼ばれるよう
である。

▲享保橋 （朝日町）

あさひこども園の横に架かる橋。
享保年間頃から長崎街道の塚崎宿
を通る道筋が使用されるように
なった際に架けられたとされる。
現在は当時の橋はなくコンクリー
ト製の橋が架けられており、橋の横
には平成21年に朝日町まちづくり
推進会により建てられた石碑があ
る。

▲追分石 （北方町）

長崎街道と伊万里街道の分
岐点に置かれた道しるべとな
る石。武雄・伊万里・佐賀の各
方面を示す。現在は石の半分
以上が地面に埋まっており、
佐賀の「さ」、武雄の「た」の文
字のみ確認できる。
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